
 
 
 
 
 

     

◇
宮
司
の
柴
田
で
す
。 

既
刊
号
の
第
六
十
四
号
、

さ
ら
に
は
、
百
十
七
号
に
も
掲
載
し
ま
し
た
が 

「
秋
来
ぬ
と 

目
に
は
さ
や
か
に 

見
え
ね
ど
も 

風
の
音
に
ぞ 

お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」、 

秋
が
来
た
と
、

目
に
は
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
け
れ
ど
も
、
風
の

音
に
よ
っ
て
、
そ
の
秋
の
訪
れ
に
気
づ
か
さ
れ
る
と
い

う
、「
古
今
和
歌
集
」
秋
歌
の
巻
頭
歌
で
、
藤
原
敏
行

の
歌
で
す
。 

立
秋
の
日
に
読
ま
れ
た
歌
で
、
実
際
に

は
、
ま
だ
来
ぬ
秋
を
思
い
浮
か
べ
て
よ
ま
れ
て
い
ま
す
。  

朝
明
け
が
遅
く
、
夜
の
帳
（
と
ば
り
）
が
降
り
て
く
る

の
も
早
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
し
て
、
日
が
短
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。 

朝
明
け
の
境
内
は
、
い
く
ら
か
し
の
ぎ

や
す
く
な
り
、
ま
さ
に
、｢

秋
来
ぬ｣

と
、
秋
の
気
配
を

感
じ
て
い
ま
す
。 

と
う
と
う
、
八
月
の
宮
司
プ
レ

ス
は
休
刊
の
運
び
と
な
り
、
せ
っ
か
く
、
七
月
に
二

回
発
行
し
た
の
に
、
貯
金
を
使
い
果
た
し
、
遅
れ
の

累
積
は
、
一
つ
増
え
て
十
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
累
積
を
減
ら
し
、
一
月
一
回
の
発
行
と
い
う
軌

道
へ
導
く
に
は
、
毎
月
二
回
の
発
行
を
来
年
六
月
ま

で
継
続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

休
刊
し
て
い

る
場
合
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
切

羽
詰
（
せ
っ
ぱ
つ
）
ま
っ
た
状
況
で
、
な
ぜ
、
休
刊

の 

    

に
至
っ
た
の
か
、
多
少
な
り
と
も
弁
解
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

実
は
、
毎
年
、
神
職
養
成
講
習
会

の
講
義
、「
神
社
神
道
概
説Ⅱ

」
と
い
う
授
業
を
担

当
し
て
い
る
の
で
す
が
、
諸
般
（
し
ょ
は
ん
）
の
事

情
に
よ
り
、
今
年
は
、「
神
社
神
道
概
説Ⅰ

」
の
教

科
も
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

授
業
数
は
、

一
コ
マ
五
十
分
の
授
業
が
、
四
十
四
コ
マ
、
時
間
数

に
し
て
、
三
十
六
時
間
四
十
分
で
す
。 

延
べ
日
数

に
し
て
十
日
間
、
山
口
市
の
神
社
庁
へ
出
向
し
ま
し

た
。 

新
し
い
教
科
は
、
教
案
（
き
ょ
う
あ
ん
）
の
作
成
が

間
に
合
わ
ず
、
授
業
と
教
案
作
成
に
追
わ
れ
る
泥
沼

の
日
々
だ
っ
た
の
で
す
。 

「
教
え
る
」
こ
と
は
、

「
学
ぶ
こ
と
」、
久
し
ぶ
り
に
勉
学
に
勤
し
ん
だ
夏

で
し
た
。 

受
講
生
は
、
北
は
、
北
海
道
か
ら
南
は
、

宮
崎
県
、
十
五
名
、
年
齢
も
二
十
代
か
ら
六
十
代
ま

で
、
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
、
現
役
の
小
学
校
教
諭
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

八
月
二
十
四
日
の
閉
講
式

で
は
、
講
師
代
表
の
挨
拶
も
仰
せ
つ
か
り
、
感
極
ま

っ
て
落
涙
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 
加
齢
の
せ
い
で

し
ょ
う
か
、
涙
腺
（
る
い
せ
ん
）
が
ゆ
る
く
な
っ
た

よ
う
で
す
。 

吉
田
松
陰
先
生
は
、「
教
授
は
能
わ

ざ
る
も
、
君
等
と
共
に
講
究
せ
ん
」
と
い
う
姿
勢
で
、

松
下
村
塾
の
塾
生
に
向
き
合
わ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら

に
、「
必
ず
真
に
教
ふ
べ
き
こ
と
あ
り
て
師
と
な
り
、

真
に
学
ぶ
べ
き
こ
と
あ
り
て
師
と
す
べ
し
」
と
「
講

孟
余
話
」
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

師
弟
共
に
「
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
学
問
へ
の
「
志
」
が

大
切
だ
と
諭
（
さ
と
）
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

講

師
で
あ
る
私
の
力
足
ら
ず
で
、
悪
戦
苦
闘
（
あ
く

せ
ん
く
と
う
）
し
な
が
ら
も
、
日
本
人
の
伝
統
的

信
念
の
別
名
で
あ
る
神
社
神
道
を
極
め
る
と
い
う

「
志
」
の
た
め
に
、
共
々
に
学
ん
だ
、
夏
の
講
習
会

で
し
た
。 

◇
天
変
地
異
と
い
う
言
葉
、
本
来
は
、
寺
田
寅
彦
さ

ん
が
、「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と

述
べ
ら
れ
た
よ
う
に
、、
馴
染
（
な
じ
）
み
深
い
も

の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。 

平
成
二
十
八
年
正

月
に
発
行
し
た
当
宮
の
社
報
「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）

五
十
二
号
」
の
巻
頭
言
に
、「
天
変
地
異
（
て
ん
ぺ

ん
ち
い
）」
と
い
う
リ
ス
ク
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

北
朝
鮮
を
は
じ
め
と
す
る
近
隣
諸
国
の
脅

威
（
き
ょ
う
い
）
が
、
外
交
上
の
安
全
保
障
と
す
る

な
ら
ば
、
天
変
地
異
へ
の
備
え
は
、
国
内
の
安
全
保

障
と
い
え
ま
す
と
記
述
）
き
じ
ゅ
つ
）
し
ま
し
た
。 

前
述
（
ぜ
ん
じ
ゅ
つ
）
し
た
寺
田
寅
彦
さ
ん
、「
日

本
は
、
厳
父
慈
母
（
げ
ん
ぷ
じ
ぼ
）
の
配
合
よ
ろ
し

き
国
柄
（
く
に
が
ら
）」
と
も
仰
（
お
っ
し
ゃ
）
い

ま
し
た
。 

時
に
は
、
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
神

様
も
仏
様
も
な
い
よ
う
な
痛
ま
し
い
爪
痕
（
つ
め
あ

と
）
を
残
す
、
ま
さ
に
厳
父
で
す
。 

し
か
し
、
花

鳥
風
月
（
か
ち
ょ
う
ふ
う
げ
つ
）、
慈
し
み
あ
ふ
れ
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る
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
、
慈
母
、
い
ず
れ
も
、
私
ど

も
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
の
大
自
然
に
ほ
か
な
り

ま
せ
ん
。 

そ
の
天
変
地
異
の
備
え
、
我
々
に
で
き

る
の
は
、
三
つ
の
備
え
で
す
。 

「
物
の
備
え
」、

そ
し
て
、「
行
動
の
備
え
」、
さ
ら
に
、「
心
の
備
え
」

な
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

◇
平
安
時
代
の
健
保
（
け

ん
ぽ
）
一
年
に
、
宮
中
の
行
事
・
儀
式
・
政
務
な
ど

の
故
実
作
法
（
こ
じ
つ
さ
ほ
う
）
全
般
に
わ
た
り
記

さ
れ
、
後
世
の
準
則
（
じ
ゅ
ん
そ
く
）
と
な
っ
た
「
禁

秘
抄
（
き
ん
ぴ
し
ょ
う
）
を
御
著
（
ご
ち
ょ
）
さ
れ

た
第
八
十
四
代
順
徳
天
皇
（
じ
ゅ
ん
ん
と
く
て
ん
の

う
）
様
は
、「
神
事
を
先
に
し
他
を
あ
と
に
す
る
。 

朝
夕
に
敬
神
の
心
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
な

い
。 

か
り
そ
め
に
も
、
神
宮
と
内
侍
所
（
な
い
し

ど
こ
ろ
）
に
足
を
向
け
て
や
す
む
こ
と
は
な
い
」
と

い
う
有
名
な
言
葉
を
残
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

そ
の
大
御
心
に
添
え
る
よ
う
、
日
々
、
月
毎
、
季
節

毎
の
お
祭
り
に
、
襟
を
正
し
て
、「
大
難
は
小
難
、

小
難
は
無
難
に
」
と
祈
る
、「
心
の
備
え
」
を
大
切

に
せ
ね
ば
と
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。 

◇
中
国
の
古
い
書
物
「
論
衡
（
ろ
ん
こ
う
）
」
に
、

「
五
日
一
風
（
ご
じ
つ
い
っ
ぷ
う
）、
十
日
一
雨
（
じ

ゅ
う
じ
つ
い
ち
う
）」
と
あ
り
ま
す
。 

天
下
泰
平

（
て
ん
か
た
い
へ
い
）
の
世
の
中
を
例
え
る
な
ら
ば
、

五
日
に
一
度
、
穏
や
か
な
風
が
吹
き
、
十
日
に
一
度
、

静
か
な
雨
が
降
る
、
そ
う
い
う
世
の
中
な
の
だ
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

「
心
の
備
え
」
で
あ
る
敬
神
生

活
を
心
が
け
ら
れ
て
、「
五
日
一
風
、
十
日
一
雨
」

の
天
下
泰
平
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

◇
七
月
、
八
月
の
祭
典
行
事
報
告 

▼
月
次
祭 

 

＊
七
月
一
日
、
十
五
日
、
八
月
一
日
、
十
五
日 

 

▼
皇
学
館
大
学
館
友
会
山
口
県
支
部
参
拝 

 
 

＊
七
月
六
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
七
社
祭 

＊
七
月
九
日 

▼
福
浦
金
刀
比
羅
宮
月
次
祭 

＊
七
月
十
日 

▼
竹
の
子
島
天
満
宮
例
祭 

＊
七
月
十
五
日 

▼
朝
粥
会 

＊
七
月
二
十
一
日 

▼
下
関
消
防
団
彦
島
分
団
第
六
部
（
迫
町
）
ポ
ン

プ
操
法
大
会
必
勝
祈
願
祭 

＊
七
月
二
十
二
日 

 
 

▼
田
の
首
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
二
日 

▼
六
連
島
八
幡
宮
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
五
日 
 

▼
夏
越
祭 

＊
七
月
二
十
九
日
～
三
十
日 

 
▼
海
士
郷
恵
比
寿
神
社
夏
越
祭 

＊
七
月
三
十
一
日 

◇
七
月
、
八
月
の
宮
司
の
行
事
会
議
等
活
動
報
告 

 

▼
八
幡
宮
関
係
団
体 

 
 

◇
夏
越
祭
奉
納
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

＊
七
月
九
日 

 
 

◇
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

＊
七
月
十
一
日 

◇
敬
神
婦
人
会
奉
仕
作
業 

＊
七
月
二
十
三
日 

 
 

◇
奉
賛
会
・
維
蘇
志
会
夏
越
祭
準
備
作
業 

 
 
 

＊
七
月
二
十
七
日 

 

▼
山
口
県
神
社
庁
、
同
下
関
支
部
関
係 

 
 

◇
山
口
県
神
社
総
代
会
役
員
会 

＊
七
月
四
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
役
員
会 

＊
七
月
四
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
支
部
長
事
務
局
長
会
議 

 
 
 

＊
七
月
五
日 

◇
山
口
県
神
社
庁
教
学
研
究
委
員
会 

＊
七
月
五
日 

◇
山
口
県
八
幡
宮
会 

＊
七
月
五
日 

◇
下
関
神
社
総
代
会
、
下
関
市
敬
神
婦
人
会
役
員
会 

 

＊
七
月
十
九
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
開
講
式 

＊
七
月
二
十
四
日 

 
 

◇
山
口
県
神
社
庁
大
麻
頒
布
会
議 

＊
七
月
二
十
四
日 

 
 

◇
神
職
養
成
講
習
会
講
義 

 
 
 
 

＊
七
月
二
十
八
日
～
二
十
九
日 

 
 
 
 

※
神
社
神
道
概
説
を
担
当
、
八
コ
マ
（
一
コ

マ
五
十
分
、
六
時
間
四
〇
分
の
授
業
） 

 

▼
下
関
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 
 

◇
例
会 

＊
七
月
十
二
日
、
十
九
日 

 

▼
美
祢
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
教
誨
活

動 
 
 

＊
七
月
十
日
（
集
合
教
誨
、
女
子
） 

 

▼
そ
の
他 

 

◇
人
権
擁
護
委
員
人
権
相
談 

＊
七
月
六
日 

◇
下
関
市
立
西
山
小
学
校
あ
い
さ
つ
運
動 

 

＊
七
月
十
日 

◇
西
山
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
開
会
式
出
席 

 

＊
七
月
十
七
日 

◇
迫
町
自
治
会
役
員
会 

＊
七
月
十
九
日 


